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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アームと、
　前記アームに装着したソケットと、
　前記アームに固定される反射板と、
　端子台と、
　前記ソケットに嵌合される点灯ユニットと、を備え、
　住宅等の天井面に形成された取付穴に取り付けられる照明器具であって、
　前記ソケットを水平面に対して予め定められた角度で傾斜した状態で前記アームに組み
付け、
　前記アームは、その側部に前記端子台を組み付けており、器具配線を通じて前記端子台
を前記ソケット内に電気的に接続しており、
　前記反射板は、床面側を凹とした形状であって、
　前記点灯ユニットは、前記ソケットに嵌合する取付部と、当該取付部と前記ソケットの
嵌合によって前記ソケットに電気的に接続される電源部と、照射方向を床面側へ向けたＬ
ＥＤを有し前記電源部と電気的に接続される点灯部と、を一体的に備え、
　前記点灯部は、前記取付部の前記ソケットに対する嵌合方向とは異なる方向であって床
面側の方向へ、前記電源部に対し接続・分離可能であり、前記取付部が前記ソケットに嵌
合した状態で、前記点灯部が前記電源部に接続される、照明器具。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば住宅の天井面に取り付けられて廊下や壁等を照明するダウンライト等
に用いられる照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電球型ＬＥＤ光源を、その光軸方向がソケットの差し込み方向を軸として回転するよう
にした照明器具を既に提案している（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２７６４６７号公報（図１、請求項１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常、白熱灯を蛍光灯やＬＥＤ等の省エネ性に優れた代替光源へ置換する場合、ミニク
リプトンランプ等の小型白熱光源を用いた薄型ダウンライトは照明器具の高さを押さえる
ためにランプが斜めに配置されていることが多い。
【０００５】
　またＬＥＤ電球等の代替光源はミニクリプトン電球よりも大きいため代替光源を取り付
けることが非常に困難であり、装着できたとしても斜め方向へ照射されるために照明器具
から照射される光が白熱灯の時と大きく変わるためランプを置換して代替使用することが
困難であった。
【０００６】
　本発明は、前述した課題を解決するためになされたものであり、その目的は、ソケット
への装着を極めて簡単に行うことにより交換作業性の向上を図ることができる照明器具を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る照明器具は、アームと、前記アームに装着したソケットと、前記アームに
固定される反射板と、端子台と、前記ソケットに嵌合される点灯ユニットと、を備え、住
宅等の天井面に形成された取付穴に取り付けられる照明器具であって、前記ソケットを水
平面に対して予め定められた角度で傾斜した状態で前記アームに組み付け、前記アームは
、その側部に前記端子台を組み付けており、器具配線を通じて前記端子台を前記ソケット
内に電気的に接続しており、前記反射板は、床面側を凹とした形状であって、前記点灯ユ
ニットは、前記ソケットに嵌合する取付部と、当該取付部と前記ソケットの嵌合によって
前記ソケットに電気的に接続される電源部と、照射方向を床面側へ向けたＬＥＤを有し前
記電源部と電気的に接続される点灯部と、を一体的に備え、前記点灯部は、前記取付部の
前記ソケットに対する嵌合方向とは異なる方向であって床面側の方向へ、前記電源部に対
し接続・分離可能であり、前記取付部が前記ソケットに嵌合した状態で、前記点灯部が前
記電源部に接続される。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の照明器具によれば、ソケットを有するアームと、アームのソケットに嵌合して
商用電源を得る取付部と商用電源から得られた電気を調整する電源部と電源部から供給さ
れた電力で点灯するＬＥＤを内蔵した点灯部とを有する点灯ユニットとを備えた。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明に係る一実施形態の照明器具の縦断面図
【図２】図１に示した照明器具の底面図
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【図３】図１に示した照明器具の点灯ユニットの単体正面図
【図４】図１に示した照明器具の回路構成図
【図５】（Ａ）は図１に示した照明器具における点灯ユニットの電気接続部とロック手段
とを説明するロック前の側面図および正面図、（Ｂ）は図１に示した照明器具における点
灯ユニットの電気接続部とロック手段とを説明するロック中の側面図および正面図、（Ｃ
）は図１に示した照明器具における点灯ユニットの電気接続部とロック手段とを説明する
ロック後の側面図および正面図
【図６】（Ａ）は図１に示した照明器具の点灯ユニットの取付手順を説明する第１段階の
縦断面図、（Ｂ）は図１に示した照明器具の点灯ユニットの取付手順を説明する第２段階
の縦断面図、（Ｃ）は図１に示した照明器具の点灯ユニットの取付手順を説明する第３段
階の縦断面図、（Ｄ）は図１に示した照明器具の点灯ユニットの取付手順を説明する第４
段階の縦断面図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態に係る照明器具についてダウンライトを例に図面を参照して
説明する。
【００１１】
　図１に示すように、本発明の一実施形態である照明器具１０は、アーム１１と、アーム
１１に装着したソケット１２と、アーム１１にネジにて固定される反射板１６と、端子台
１４と、を備え、住宅等の天井面１に形成された取付穴２に取り付けられる。
【００１２】
　アーム１１は、その側部に端子台１４を組み付けており、器具配線１５を通じて端子台
１４をソケット１２内に電気的に接続している。
【００１３】
　アーム１１は反射板１６を中央部に形成している。反射板１６は図１中の下方である床
面側を凹とした球面形状に形成されている。アーム１１は、その下端部にフランジ形状の
枠部材１７を有する。
【００１４】
　アーム１１はソケット１２を水平面Ａ１に対して予め定められた角度α１だけ傾斜して
組み付けている。
【００１５】
　ソケット１２には点灯ユニット１３が嵌合される。点灯ユニット１３は、取付部１８と
、電源部１９と、点灯部２０と、を一体的に備える。
【００１６】
　図２にも示すように、点灯部２０は複数の例えば６個のＬＥＤ（発光ダイオード）２１
を有し、中心の１個の周りに５個を放射状に配置している。
【００１７】
　図３にも示すように、取付部１８は若干の可撓性を有する樹脂材料を用いて成形されて
おり、商用電源（図４参照）ＡＣを得るために用いられる。電源部１９は商用電源ＡＣか
ら得られた電気を直流電流に変換する等して調整する。点灯部２０は電源部１９から供給
された直流電流でＬＥＤ２１を点灯させる。
【００１８】
　電源部１９は点灯部２０と分離可能に組み付けられている。そのため、点灯部２０はＬ
ＥＤ２１の明るさや光色や配光等の光学的特性の異なる仕様の点灯部２０を適宜変更して
電源部１９に接続することができる。
　従って、照明器具１０は、明るさ、光色、配光等の光学的特性を適宜変更することによ
り光のコーディネートを簡単に行うことができる。
【００１９】
　電源部１９と点灯部２０とが分離可能であるために、電源部１９をソケット１２に先に
装着し、その後に電源部１９に点灯部２０を接続することができる。



(4) JP 5132007 B2 2013.1.30

10

20

30

40

50

　従って、照明器具１０は、アーム１１内の反射板１６に干渉することなく点灯部２０を
確実に接続することができる。
【００２０】
　点灯部２０は図３中の下方へ向けた照射方向を有する。点灯部２０の照射方向と取付部
１８のソケット１２への嵌合方向とは予め定められた角度α２を有している。角度α２は
任意に設定変更することができる。
　従って、照明器具１０は、取付部１８のソケット１２への嵌合方向に対する点灯部２０
の照射方向を任意の方向に変更することにより、点灯部２０の照射方向による光の演出を
行うことができる。
【００２１】
　図４にも示すように、ソケット１２は一対の端子２２、２３を有する。電源部１９は取
付部１８のソケット１２側に電気接続部である一対の端子２４、２５を有するとともに点
灯部２０側に一対の端子２６、２７を有する。点灯部２０は電源部１９側に一対の端子２
８、２９を有する。
【００２２】
　点灯部２０の端子２８、２９は点灯部２０を電源部１９に接続することにより電源部１
９の端子２６、２７にそれぞれ電気的に接続される。
【００２３】
　電源部１９の端子２４、２５は点灯ユニット１３をソケット１２に嵌合することにより
ソケット１２内の端子２２、２３にそれぞれ電気的に接続され、商用電源ＡＣに接続され
る。
【００２４】
　図５（Ａ）にも示すように、取付部１８には軸部３０と筒部３１と一対の可撓部３２と
を備えている。
【００２５】
　軸部３０はソケット１２内に挿入される軸形状に形成されている。軸部３０には電源部
１９の一対の端子２４、２５のうちの一方の端子２４が収容されている。端子２４は先端
部を軸部３０から突出している。
【００２６】
　筒部３１は軸部３０の外側に円筒形状に形成されており、ソケット１２の内径よりもわ
ずかに小さいに外径を有する。
【００２７】
　可撓部３２は筒部３１の対向する位置において筒部３１からそれぞれ切欠かれており、
軸部３０に向けて可撓可能である。
【００２８】
　可撓部３２の外周部には電源部１９の一対の端子２４、２５のうちの他方の端子２５が
それぞれ被着されている。他方の端子２５は、それぞれの先端部の外周部にロック手段の
一方を構成する凹凸の係合突起部３３を形成している。
【００２９】
　図５（Ｂ）にも示すように、ソケット１２は周板３４と底板３５とを有する。ソケット
１２内の一対の端子２２、２３は底板３５に組み付けられている。
【００３０】
　ソケット１２内の一対の端子２２、２３のうちの他方の端子２３は周板３４の内周に配
置されている。他方の端子２３は、それぞれの先端部の外周部にロック手段の他方を構成
する凹凸の係合突起受部３６を形成している。
【００３１】
　点灯ユニット１３は、取付部１８をソケット１２内に挿入していくと、可撓部３２がソ
ケット１２の周板３４の内面に摺接することにより軸部３０に向けて外径を小さくするよ
うに弾性変形しながらソケット１２内に進行していく。
【００３２】
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　図５（Ｃ）にも示すように、その後、軸部３０の一方の端子２４はソケット１２の底板
３５の一方の端子２２に電気的に接続される。
【００３３】
　同時に、可撓部３２は弾性反発力を蓄積しているために、外径を大きくするように弾性
復元する。これにより、弾性復元力により可撓部３２の他方の端子２５の係合突起部３３
が他方の端子２３の係合突起受部３６に係合されてロック状態となって保持され、他方の
端子２５が他方の端子２３に電気的に接続される。
【００３４】
　このように、点灯ユニット１３は、ねじ込みを行うことなく、取付部１８がソケット１
２へ差し込まれるだけの簡単な操作で各端子２４、２２および２５、２３の電気的な接続
が行われる。
【００３５】
　次に、照明器具１０の組み立て手順について説明する。
【００３６】
　図６（Ａ）にも示すように、まず、点灯ユニット１３の電源部１９と点灯部２０とを分
離しておく。ここで、例えばショップ等において、複数の仕様の点灯部２０を用意してお
き、使用者が選んだ点灯部２０と電源部１９とをセット販売するようにするのが望ましい
。
【００３７】
　図６（Ｂ）にも示すように、そして、電源部１９だけを持って電源部１９をソケット１
２に向けて進行していき、電源部１９のみをソケット１２に装着する。
【００３８】
　電源部１９は取付部１８がソケット１２へ差し込まれることにより、各端子２４、２２
および２５、２３が電気的に接続される。
【００３９】
　図６（Ｃ）に示すように、次に、電源部１９に対して点灯部２０を接続する。点灯部２
０は図６（Ｃ）中の下方から電源部１９に向けて進行していく。
【００４０】
　図６（Ｄ）に示すように、点灯部２０の電源部１９への接続により、点灯部２０の各端
子２８、２９が電源部１９の各端子２６、２７にそれぞれ電気的に接続される。
【００４１】
　本発明の一実施形態の照明器具１０では、点灯ユニット１３はソケット１２への嵌合に
よりアーム１１に装着される。
　これにより、点灯ユニット１３は従来のソケット１２にそのまま装着することができる
ので、アーム１１への加工を不要にして代替光源への適用を簡単に行うことができる。
　従って、ソケット１２への装着を極めて簡単に行うことにより交換作業性の向上を図る
ことができる。
【００４２】
　本発明の一実施形態の照明器具１０では、点灯ユニット１３はソケット１２への差し込
み等によりアーム１１に装着される。
　従って、従来のもののように、ＬＥＤ電球をソケットの最奥までねじ込んで電気接続を
する必要がなくなるとともに、ＬＥＤ２１の光軸選択がねじ込みの影響を受けることがな
い。
【００４３】
　本発明の一実施形態の照明器具１０では、取付部１８のソケット１２への嵌合方向に対
して点灯部２０の照射方向を任意の方向に変更することができる。
　従って、取付部１８のソケット１２への嵌合方向に対する点灯部２０の照射方向を任意
の方向に変更することにより、点灯部２０の照射方向による光の演出を行うことができる
。
【００４４】
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　本発明の一実施形態の照明器具１０では、点灯部２０の構成を任意に変更して電源部１
９に結合することができる。
　従って、明るさ、光色、配光等の光学的特性を変更することにより光のコーディネート
を簡単に行うことができる。
【００４５】
　本発明の一実施形態の照明器具１０では、点灯部２０を電源部１９から取り外しておい
て電源部１９をソケット１２に装着し、その後に電源部１９に点灯部２０を接続すること
ができる。
　従って、アーム１１内の反射板１６に干渉することなく点灯部２０を確実に接続するこ
とができる。
【００４６】
　本発明の一実施形態の照明器具１０では、点灯ユニット１３は取付部１８をソケット１
２に嵌合することにより端子２４、２５がソケット１２の端子２２、２３に電気的に接続
される。このとき、点灯ユニット１３は各端子２４、２５に有する係合突起部３３と各端
子２２、２３に有する係合突起受部３６とのロックによりソケット１２に装着された状態
を保持される。
　従って、点灯ユニット１３はソケット１２に装着された状態で容易に脱落せずに通電回
路を確実に形成することができる。
【００４７】
　なお、前記各実施形態で使用したアーム１１、ソケット１２、反射板１６、枠部材１７
等は例示したものに限定するものではなく適宜変更が可能である。
【符号の説明】
【００４８】
　１　天井面
　２　取付穴
　１０　照明器具
　１１　アーム
　１２　ソケット
　１３　点灯ユニット
　１４　端子台
　１５　器具配線
　１６　反射板
　１７　枠部材
　１８　取付部
　１９　電源部
　２０　点灯部
　２１　ＬＥＤ
　２４、２５　端子（電気接続部）
　３３　係合突起部（ロック手段）
　３６　係合突起受部（ロック手段）
　ＡＣ　商用電源
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